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巨大地震がもたらした超深海海溝底への莫大な有機炭素供給

Drastic export of organic carbon to hadal trench driven by megathrust

earthquake
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　これまで、地球の気候変動・生物圏における炭素循環の役割について理解が進んでいるが、有機炭素が超深

海に供給されるメカニズムに関する理解は限られ、その厳密な定量化の報告例はない。例えば2011年東北太

平洋沖地震では、有機物に富んだ年代の新しい表層の細粒堆積物が、再懸濁・再移動によって水深7 km以深の

日本海溝に広く再堆積したことが考えられている。しかし、データ密度や分解能などの理由で、超深海のおけ

る再堆積とその炭素循環への寄与の検証は進んでこなかった。本研究では、日本海溝で2012〜2016年に取得

された、超深海では最高分解能を誇る海底地形およびサブボトムプロファイラーデータならびに堆積物コアを

用いて、日本海溝軸海溝底におけるターミナル小海盆の詳細なマッピングと、そこに堆積した地震起源のイベ

ント堆積物の体積計算を初めて行った。その結果、2011年の地震によって、合わせて約0.2 km3の前弧斜面起

源の表層堆積物が、海溝軸上の多数の小海盆に再堆積したことがわかった。この結果を用いて有機炭素の質量

を定量化すると、少なくとも1 Tgの有機炭素が2011年地震で海溝底に供給されたことが明らかになった。こ

れは、たった1回のテクトニックイベントがもたらした有機炭素供給が、ガンジス・ブラマプトラ河川系シス

テムといった高い有機炭素フラックスで知られる他の地球表層プロセスに匹敵することを意味する。大地震が

超深海における中・長期的な炭素循環ならびに短期的な底生生物活動に与えるインパクトは、我々の想像以上

に大きいのかもしれない。
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